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(57)【要約】
【課題】複数の表示パネルを用いていながらも、表示画
像の輝度が低下することを抑制できる液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】液晶表示装置１は、第１液晶セル１０と、
第１液晶セル１０の背面側に配置された第２液晶セル２
０と、第１液晶セル１０の前面側に配置された第１偏光
板３１と、第１液晶セル１０と第２液晶セルとの間に配
置された第２偏光板３２と、第２偏光板３２と第２液晶
セル２０との間に配置された第３偏光板３３と、第２液
晶セル２０の背面側に配置された第４偏光板３４とを備
え、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３
及び第４偏光板３４の各々の偏光度を、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ
３、Ｐ４とすると、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、
Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式、及び、Ｐ１、Ｐ４＞
Ｐ２、Ｐ３の関係式のいずれかを満たす。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１液晶セルと、
　前記第１液晶セルの背面側に配置された第２液晶セルと、
　前記第１液晶セルの前面側に配置された第１偏光板と、
　前記第１液晶セルと前記第２液晶セルとの間に配置された第２偏光板と、
　前記第２偏光板と前記第２液晶セルとの間に配置された第３偏光板と、
　前記第２液晶セルの背面側に配置された第４偏光板とを備え、
　前記第１偏光板、前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の各々の偏光度
を、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４とすると、
　Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式、及び、Ｐ１、Ｐ
４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式のいずれかを満たす、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、又は、
　Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、又は、
　Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．５８％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％で
ある、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９９．９２％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、又は、
　Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．９２％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、又は、
　Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．８７％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％で
ある、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１偏光板、前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の各々の単体透
過率を、Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４とすると、
　Ｔｍ１＜Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４の関係式、Ｔｍ４＜Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式
、又は、Ｔｍ１、Ｔｍ４＜Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式のいずれを満たす、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１偏光板、前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の各々は、基材
と前記基材に積層された偏光子とを含み、
　前記第１偏光板の偏光子、前記第２偏光板の偏光子、前記第３偏光板の偏光子及び前記
第４偏光板の偏光子の各々の厚みを、ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ４とすると、
　ｄ１、ｄ４＞ｄ２、ｄ３の関係式を満たす、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１偏光板及び前記第４偏光板は、吸収型偏光板である、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の少なくとも一つは、反射型偏光
板である、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第３偏光板及び前記第４偏光板が反射型偏光板である、
　請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第２偏光板及び前記第３偏光板の少なくとも一方の厚みは、前記第１偏光板の厚み
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よりも小さい、
　請求項７又は８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の少なくとも一つは、インセル型
の反射型偏光板である、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第３偏光板がインセル型の反射型偏光板である、
　請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第３偏光板の厚みは、前記第１偏光板の厚みよりも小さい、
　請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記第２偏光板がインセル型の反射型偏光板である、
　請求項１０～１２のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第２偏光板の厚みは、前記第１偏光板の厚みよりも小さい、
　請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第２偏光板、前記第３偏光板及び前記第４偏光板がインセル型の反射型偏光板であ
る、
　請求項１０に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、液晶表示装置に関し、特に、複数の表示パネルを用いた液晶表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶セルを含む表示パネルを用いた液晶表示装置は、テレビ又はモニタ等のディスプレ
イとして利用されている。しかしながら、液晶表示装置は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　
Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）表示装置と比べてコントラスト比が低い。
【０００３】
　そこで、従来、液晶表示装置のコントラスト比を向上させる技術として、２枚の表示パ
ネルを重ね合わせて、それぞれの表示パネルに画像を表示させる技術が提案されている（
例えば特許文献１）。この技術は、前後に配置された２枚の表示パネルのうちの前方側（
観察者側）の表示パネルにカラー画像を表示し、後方側（バックライト側）の表示パネル
に白黒画像を表示することにより、コントラスト比の向上を図るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０７６１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、複数の表示パネルを用いることによってコントラスト比を向上させるこ
とができるものの、複数の表示パネルを重ね合わせると透過率が低下し、表示画像の輝度
が低下してしまう。
【０００６】
　本開示は、このような課題を解決するためになされたものであり、複数の表示パネルを
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用いていながらも、表示画像の輝度が低下することを抑制できる液晶表示装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本開示に係る液晶表示パネルの一態様は、第１液晶セルと
、前記第１液晶セルの背面側に配置された第２液晶セルと、前記第１液晶セルの前面側に
配置された第１偏光板と、前記第１液晶セルと前記第２液晶セルとの間に配置された第２
偏光板と、前記第２偏光板と前記第２液晶セルとの間に配置された第３偏光板と、前記第
２液晶セルの背面側に配置された第４偏光板とを備え、前記第１偏光板、前記第２偏光板
、前記第３偏光板及び前記第４偏光板の各々の偏光度を、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４とする
と、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式、及び、Ｐ１、
Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式のいずれかを満たす。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、複数の表示パネルを用いていながらも、表示画像の輝度が低下するこ
とを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図２】実施の形態１に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図３】２つの液晶セルと４つの偏光板とを用いた液晶表示装置において、２つの液晶セ
ルに黒画像を表示した場合に、観察者側に漏れ出てくる光の成分を説明するための図であ
る。
【図４】実施の形態２に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図５Ａ】第１の反射型偏光板の断面図である。
【図５Ｂ】第２の反射型偏光板の断面図である。
【図５Ｃ】第３の反射型偏光板の断面図である。
【図６】実施の形態３に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図７】インセル型の反射型偏光板の断面図である。
【図８】実施の形態３の変形例１に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図９】実施の形態３の変形例２に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示の実施の形態について説明する。なお、以下に説明する実施の形態は、い
ずれも本開示の好ましい一具体例を示すものである。したがって、以下の実施の形態で示
される、数値、形状、材料、構成要素、及び、構成要素の配置位置や接続形態などは、一
例であって本開示を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態における構成要素
のうち、本開示の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、
任意の構成要素として説明される。
【００１１】
　また、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。したがって、各
図において縮尺等は必ずしも一致していない。なお、各図において、実質的に同一の構成
に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又は簡略化する。なお、本明細
書において、「略」とは、製造誤差や寸法公差等を含むという意味である。
【００１２】
　（実施の形態１）
　まず、実施の形態１に係る液晶表示装置１について、図１を用いて説明する。図１は、
実施の形態１に係る液晶表示装置１の概略構成を示す図である。
【００１３】
　液晶表示装置１は、液晶セルを含む表示パネルを複数重ね合わせて構成された画像表示
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装置の一例であって、静止画像又は動画像の画像（映像）を表示する。
【００１４】
　図１に示すように、本実施の形態における液晶表示装置１は、観察者に近い位置（前側
）に配置された第１表示パネル１００と、第１表示パネル１００より観察者から遠い位置
（後側）に配置された第２表示パネル２００と、第２表示パネル２００の後側に配置され
たバックライト３００とを備える。
【００１５】
　第１表示パネル１００は、メインパネルであって、ユーザが視認する画像を表示する。
本実施の形態において、第１表示パネル１００は、カラー画像を表示する。第１表示パネ
ル１００には、入力映像信号に応じたカラー画像を第１画像表示領域１０１（アクティブ
領域）に表示するために、第１ソースドライバ１０２及び第１ゲートドライバ１０３が設
けられている。
【００１６】
　第２表示パネル２００は、第１表示パネル１００の背面側に配置されるサブパネルであ
る。本実施の形態において、第２表示パネル２００は、第１表示パネル１００に表示され
るカラー画像に対応した画像のモノクロ画像（白黒画像）を、そのカラー画像に同期させ
て表示する。第２表示パネル２００には、入力映像信号に応じたモノクロ画像を第２画像
表示領域２０１に表示するために、第２ソースドライバ２０２及び第２ゲートドライバ２
０３が設けられている。
【００１７】
　第１画像表示領域１０１及び第２画像表示領域２０１は、マトリクス状に配列された複
数の画素を有する。第１画像表示領域１０１の画素数と第２画像表示領域２０１の画素数
とは同じであってもよいし異なっていてもよいが、メインパネルである第１表示パネル１
００における第１画像表示領域１０１の画素数を、サブパネルである第２表示パネル２０
０における第２画像表示領域２０１の画素数よりも多くするとよい。
【００１８】
　また、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００の駆動方式は、例えばＩＰＳ（
Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式又はＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　
Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式等の横電界方式であるが、これに限るものではなく、ＶＡ（Ｖ
ｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式又はＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ
）方式等であってもよい。
【００１９】
　バックライト３００は、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００に向けて光を
照射する。バックライト３００から出射する光は、第２表示パネル２００を透過し、その
後、第１表示パネル１００を透過する。
【００２０】
　本実施の形態において、バックライト３００は、平面状の均一な拡散光（散乱光）を照
射する面光源ユニットである。バックライト３００は、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を光源とするＬＥＤバックライトであるが、これに限るも
のではない。また、本実施の形態において、バックライト３００は、直下型であり、複数
のＬＥＤが二次元的に配置されている。
【００２１】
　なお、バックライト３００は、直下型に限るものではなく、エッジ型であってもよい。
また、バックライト３００は、光源からの光を拡散させるために拡散板（拡散シート）及
び光の配光を制御するプリズムシート等の光学部材を有していてもよい。
【００２２】
　液晶表示装置１は、さらに、第１表示パネル１００の第１ソースドライバ１０２及び第
１ゲートドライバ１０３を制御する第１タイミングコントローラ４１０と、第２表示パネ
ル２００の第２ソースドライバ２０２及び第２ゲートドライバ２０３を制御する第２タイ
ミングコントローラ４２０と、第１タイミングコントローラ４１０及び第２タイミングコ
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ントローラ４２０に画像データを出力する画像処理部４３０とを備える。
【００２３】
　画像処理部４３０は、外部のシステム（図示せず）から送信された入力映像信号Ｄａｔ
ａを受信し、画像処理を実行した後、第１タイミングコントローラ４１０に第１画像デー
タＤＡＴ１を出力し、第２タイミングコントローラ４２０に第２画像データＤＡＴ２を出
力する。また画像処理部４３０は、第１タイミングコントローラ４１０及び第２タイミン
グコントローラ４２０に同期信号等の制御信号（図１では省略）を出力する。第１画像デ
ータＤＡＴ１は、カラー表示用の画像データであり、第２画像データＤＡＴ２は、モノク
ロ表示用の画像データである。
【００２４】
　このように、本実施の形態に係る液晶表示装置１では、第１表示パネル１００及び第２
表示パネル２００の２つの表示パネルを重ね合わせて画像を表示しているので、黒を引き
締めることができる。これにより、高コントラスト比の画像を表示することができる。
【００２５】
　また、液晶表示装置１は、例えばＨＤＲ（Ｈｉｇｈ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇｅ）対
応テレビであり、バックライト３００として、ローカルディミング制御を行うことができ
るバックライトを用いることにより、さらに高コントラスト比かつ高画質のカラー画像を
表示することができる。
【００２６】
　本実施の形態において、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００は、貼り合わ
された状態で、バックライト３００とともに、金属製又は樹脂製の保持部材（フレーム又
はシャーシ）に保持される。なお、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００は、
貼り合わされずに、分離された状態で保持部材に保持されていてもよい。
【００２７】
　次に、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００の具体的な構造について、図２
を用いて説明する。図２は、実施の形態１に係る液晶表示装置１の構成を示す断面図であ
る。
【００２８】
　図２に示すように、液晶表示装置１は、液晶モジュールとして、第１表示パネル１００
と、第２表示パネル２００とを備える。本実施の形態において、第１表示パネル１００と
第２表示パネル２００とは、粘着シート等の接合部材２５０によって貼り合わされている
。
【００２９】
　第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００は、液晶セルを含む液晶表示パネルで
ある。具体的には、第１表示パネル１００は、第１液晶セル１０と、一対の第１偏光板３
１及び第２偏光板３２とを有する。また、第２表示パネル２００は、第２液晶セル２０と
、一対の第３偏光板３３及び第４偏光板３４とを有する。
【００３０】
　第２表示パネル２００は、第１表示パネル１００の背面側に配置されるので、第２表示
パネル２００の第２液晶セル２０は、第１表示パネル１００の第１液晶セル１０の背面側
に配置されている。
【００３１】
　第１液晶セル１０は、第１ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）基板
１１と、第１ＴＦＴ基板１１に対向する第１対向基板１２と、第１ＴＦＴ基板１１及び第
１対向基板１２の間に配置された第１液晶層１３とを備える。本実施の形態において、第
１液晶セル１０は、第１対向基板１２が第１ＴＦＴ基板１１よりも前方に位置するように
配置されている。
【００３２】
　第１ＴＦＴ基板１１は、ガラス基板等の透明基板にＴＦＴ層（不図示）が形成された基
板である。ＴＦＴ層には、マトリクス状に配列された画素の各々に対応して設けられたＴ
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ＦＴ及びＴＦＴに電圧を供給するための配線等が形成されている。ＴＦＴ層の平坦化層上
には、第１液晶層１３に電圧を印加するための画素電極が形成されている。本実施の形態
において、第１液晶セル１０は、横電界方式で駆動されるので、第１ＴＦＴ基板１１には
画素電極に対向する共通電極も形成されている。
【００３３】
　第１対向基板１２は、ガラス基板等の透明基板に画素形成層としてカラーフィルタ層が
形成されたＣＦ基板である。第１対向基板１２の画素形成層は、マトリクス状の複数の開
口部が形成されたブラックマトリクスと、ブラックマトリクスの各開口部に形成された複
数のカラーフィルタを有する。複数のカラーフィルタは、赤色用のカラーフィルタ、緑色
用のカラーフィルタ、又は、青色用のカラーフィルタであり、各画素に対応して形成され
ている。
【００３４】
　第１液晶層１３は、第１ＴＦＴ基板１１と第１対向基板１２との間に封止されている。
第１液晶層１３は、例えば、第１ＴＦＴ基板１１及び第１対向基板１２の外周端部に沿っ
てシール部材を額縁状に形成することで封止される。第１液晶層１３の液晶材料は、駆動
方式に応じて適宜選択することができる。
【００３５】
　第２液晶セル２０は、第２ＴＦＴ基板２１と、第２ＴＦＴ基板２１に対向する第２対向
基板２２と、第２ＴＦＴ基板２１及び第２対向基板２２の間に配置された第２液晶層２３
とを備える。本実施の形態において、第２液晶セル２０は、第２対向基板２２が第２ＴＦ
Ｔ基板２１よりも前方に位置するように配置されている。なお、第２液晶セル２０は、第
２ＴＦＴ基板２１が第２対向基板２２よりも前方に位置するように配置されていてもよい
。
【００３６】
　第２ＴＦＴ基板２１は、第１ＴＦＴ基板１１と同様の構成であり、ガラス基板等の透明
基板にＴＦＴ層（不図示）が形成された基板である。また、第２ＴＦＴ基板２１にも第２
液晶層２３に電圧を印加するための画素電極と画素電極に対向する共通電極とが形成され
ている。
【００３７】
　第２対向基板２２は、ガラス基板等の透明基板に画素形成層が形成された基板である。
第２対向基板２２の画素形成層は、マトリクス状の複数の開口部が形成されたブラックマ
トリクスを有する。なお、本実施の形態において、第２表示パネル２００はモノクロ画像
を表示するので、第２対向基板２２の画素形成層には、カラーフィルタが形成されていな
い。
【００３８】
　第２液晶層２３は、第２ＴＦＴ基板２１と第２対向基板２２との間に封止されている。
第２液晶層２３は、例えば、第２ＴＦＴ基板２１及び第２対向基板２２の外周端部に沿っ
てシール部材を額縁状に形成することで封止される。第２液晶層２３の液晶材料は、駆動
方式に応じて適宜選択することができる。
【００３９】
　上記のように、液晶表示装置１には、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３
３及び第４偏光板３４の４つの偏光板が用いられている。第１偏光板３１、第２偏光板３
２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４は、観察者側からバックライト３００に向かって
、この順で配置されている。
【００４０】
　本実施の形態において、第１偏光板３１及び第２偏光板３２は、第１液晶セル１０を挟
むように配置されている。また、第３偏光板３３及び第４偏光板３４は、第２液晶セル２
０を挟むように配置されている。
【００４１】
　具体的には、第１偏光板３１は、第１液晶セル１０の前面側（観察者側）に配置されて
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おり、第２偏光板３２は、第１液晶セル１０の背面側（バックライト３００側）に配置さ
れている。また、第３偏光板３３は、第２液晶セル２０の前面側に配置されており、第４
偏光板３４は、第２液晶セル２０の背面側に配置されている。
【００４２】
　第２偏光板３２及び第３偏光板３３は、いずれも第１液晶セル１０と第２液晶セル２０
との間に配置されているが、第２偏光板３２の方が第３偏光板３３よりも観察者側に位置
している。つまり、第２偏光板３２は、第１液晶セル１０と第３偏光板３３との間に配置
され、第３偏光板３３は、第２偏光板３２と第２液晶セル２０との間に配置されている。
【００４３】
　また、第４偏光板３４は、第２液晶セル２０の背面側に配置されている。つまり、第４
偏光板３４は、第２液晶セル２０とバックライト３００との間に配置されている。
【００４４】
　本実施の形態において、第１偏光板３１及び第２偏光板３２は、第１液晶セル１０に貼
り合わされている。具体的には、第１偏光板３１は、第１液晶セル１０の第１対向基板１
２の外面に貼り合わされており、第２偏光板３２は、第１液晶セル１０の第１ＴＦＴ基板
１１の外面に貼り合わされている。
【００４５】
　また、第３偏光板３３及び第４偏光板３４は、第２液晶セル２０に貼り合わされている
。具体的には、第３偏光板３３は、第２液晶セル２０の第２対向基板２２の外面に貼り合
わされており、第４偏光板３４は、第２液晶セル２０の第２ＴＦＴ基板２１の外面に貼り
合わされている。
【００４６】
　第１偏光板３１と第２偏光板３２とは、偏光軸が互いに直交するように配置されている
。つまり、第１偏光板３１と第２偏光板３２とは、クロスニコルの位置関係となるように
配置されている。同様に、第３偏光板３３と第４偏光板３４とは、偏光軸が互いに直交す
るように配置されている。つまり、第３偏光板３３と第４偏光板３４とは、クロスニコル
の位置関係となるように配置されている。
【００４７】
　さらに、本実施の形態では、第２偏光板３２の偏光軸と第３偏光板３３の偏光軸とが略
平行となるように、第２偏光板３２と第３偏光板３３とが配置されている。したがって、
第１偏光板３１と第４偏光板３４とは、第１偏光板３１の偏光軸と第４偏光板３４の偏光
軸とが略平行となるように配置されている。具体的には、第２偏光板３２の吸収軸と第３
偏光板３３の吸収軸とが略平行であり、第１偏光板３１の吸収軸と第４偏光板３４の吸収
軸とが略平行となっている。
【００４８】
　第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の４つの偏光板
の各々は、例えば樹脂材料からなるシート状の偏光フィルムであり、基材と基材に積層さ
れた偏光子とを含む。基材は、例えば、ＴＡＣ（Ｔｒｉａｃｅｔｙｌｃｅｌｌｕｌｏｓｅ
：トリアセチルセルロース）フィルム等の透明樹脂フィルムからなる支持フィルムである
。偏光子は、例えばヨウ素等の二色性物質が吸着配向された樹脂層である。
【００４９】
　本実施の形態において、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏
光板３４は、偏光度に関して所定の関係を満たすように構成されている。具体的には、第
１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各々の偏光度を、
Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４とすると、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２
、Ｐ３の関係式、及び、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式のいずれかを満たしている。
【００５０】
　つまり、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の４つ
の偏光板において、第１偏光板３１及び第４偏光板３４の少なくとも一方の偏光度が、他
の３つの偏光板の偏光度よりも大きくなっている。言い換えると、第２偏光板３２の偏光
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度及び第３偏光板３３の偏光度は、第１偏光板３１及び第４偏光板３４の少なくとも一方
の偏光度よりも小さくなっている。
【００５１】
　一例として、４つの偏光板の中で第１偏光板３１の偏光度Ｐ１が最も大きい場合は、Ｐ
１≧９９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、であるとよ
い。この場合、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４は、Ｐ１よりも小さければ、同じであってもよいし、異
なっていてもよい。
【００５２】
　なお、偏光度とは、偏光性能（直線偏光化する性能）を表す指標であり、次の式（１）
により算出される。
【００５３】
　Ｐ（偏光度）＝√｛（Ｔｐ－Ｔｃ）／（Ｔｐ＋Ｔｃ）｝×１００（％）
＝（Ｔｔ－Ｔａ）／（Ｔｔ＋Ｔａ）×１００％　…　（１）
【００５４】
　ここで、Ｔｐは、いわゆるパラレル透過率であり、対象となる偏光板を一対準備し、一
対の偏光板をパラレルニコルに配置した状態での自然光に対する透過率を示す。例えば、
第１偏光板３１のパラレル透過率Ｔｐの場合、第１偏光板３１と同一部材からなる一対の
偏光板を、パラレルニコルに配置した状態で自然光に対する透過率を測定した値となる。
また、Ｔｃは、いわゆるクロス透過率であり、対象となる偏光板を一対準備し、一対の偏
光板を直交ニコル（クロスニコル）に配置した状態での自然光に対する透過率を示す。
【００５５】
　また、Ｔｔは、透過軸方向の単体透過率であり、対象となる偏光板に、透過軸に平行な
直線偏光を入射させたときの透過率をいい、Ｔａは、吸収軸方向の単体透過率であり、対
象となる偏光板に、吸収軸に平行な直線偏光を入射させたときの透過率をいう。
【００５６】
　一方、４つの偏光板の中で第４偏光板３４の偏光度Ｐ４が最も大きい場合は、Ｐ４≧９
９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、であるとよい。こ
の場合、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３は、Ｐ４よりも小さければ、同じであってもよいし、異なって
いてもよい。
【００５７】
　あるいは、４つの偏光板の中で第１偏光板３１と第４偏光板３４との偏光度を、第２偏
光板３２と第３偏光板３３との偏光度よりも大きくする場合は、Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９
％、かつ、９９．５８％≦Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、であるとよい。この場合、Ｐ１と
Ｐ４は、同じであってもよいし、異なっていてもよく、Ｐ２とＰ３も、同じであってもよ
いし、異なっていてもよい。
【００５８】
　本実施の形態で用いられる４つの偏光板は、偏光度が低いほど単体透過率が高くなる特
性を有する偏光フィルムである。したがって、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏
光板３３及び第４偏光板３４の各々の単体透過率を、Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４と
すると、４つの偏光板の偏光度が、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式を満たしている場合
、４つの偏光板の単体透過率は、Ｔｍ１＜Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４の関係式を満たすこと
になる。なお、偏光板の単体透過率Ｔｍとは、なお、対象となる偏光板に自然光を入射さ
せたときの透過率をいい、次の式（２）で表される。
【００５９】
　Ｔｍ＝（Ｔｔ＋Ｔａ）／２　…（２）
【００６０】
　同様に、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式を満たしている場合は、Ｔｍ４＜Ｔｍ１、Ｔ
ｍ２、Ｔｍ３の関係式を満たすことになり、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式を満たして
いる場合は、Ｔｍ１、Ｔｍ４＜Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式を満たすことになる。
【００６１】
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　本実施の形態において、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏
光板３４の４つの偏光板はいずれも、透過する光の２つの直交成分のうちの一方を吸収軸
で吸収し、他方を透過軸で透過することで偏光する吸収型偏光板である。したがって、４
つの偏光板の単体透過率は、いずれも５０％未満である。
【００６２】
　また、第１偏光板３１の偏光子、第２偏光板３２の偏光子、第３偏光板３３の偏光子及
び第４偏光板３４の偏光子の各々の厚みを、ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ４とすると、ｄ１、ｄ
４＞ｄ２、ｄ３の関係式を満たしている。
【００６３】
　なお、本実施の形態では、第１偏光板３１が貼り合わされた第１液晶セル１０は、第４
偏光板３４が貼り合わされた第２液晶セル２０よりも観察者側に位置している。このため
、観察者が見る画像の品位を考慮すると、第１偏光板３１の偏光度Ｐ１を第４偏光板３４
の偏光度Ｐ４よりも大きくするとよい（Ｐ１＞Ｐ４）。したがって、本実施の形態におけ
る液晶表示装置１では、Ｐ１＝９９．９９％、Ｐ２＝Ｐ３＝Ｐ４＝９９．９６％としてい
る。
【００６４】
　次に、本実施の形態に係る液晶表示装置１の作用効果について、本開示に至った経緯も
含めて説明する。
【００６５】
　上述のように、前後に２枚の表示パネルを重ね合わせて、前方側の表示パネルにカラー
画像を表示し、後方側の表示パネルに白黒画像を表示することにより、コントラスト比を
向上させることができる。例えば、１つの表示パネルのコントラスト比が１０００：１以
上である場合、２枚の表示パネルを重ね合わせることによって、１００万：１以上の高い
コントラスト比を実現することができる。
【００６６】
　しかしながら、液晶表示装置では、表示パネルにバックライトの光を透過させることで
画像を表示するので、２枚の表示パネルを重ね合わせると、バックライトの光は２枚の表
示パネルを透過することになるので、液晶表示装置としての透過率が低下する。この結果
、１つの表示パネルで構成された液晶表示装置と比べて、表示画像の輝度が低下する。
【００６７】
　そこで、本願発明者らは、２つの表示パネルの各々の液晶セルを挟む一対の偏光板（つ
まり４つの偏光板）を透過する光に着目して、高いコントラスト比を維持しつつ透過率の
低下を抑制できる液晶表示装置を検討した。以下、その具体的な検討内容について、図３
を用いて説明する。
【００６８】
　図３は、図２に示される液晶表示装置と同様に、２つの液晶セル（第１液晶セル１０、
第２液晶セル２０）と４つの偏光板（第１偏光板３１～第４偏光板３４）とを用いた液晶
表示装置において、２つの液晶セルに黒画像を表示した場合に、観察者側に漏れ出てくる
光の成分を説明するための図である。図３の（ａ）は、最も観察者側に配置された第１偏
光板３１の透過軸側から出てくる漏れ光を示しており、図３の（ｂ）は、同第１偏光板３
１の吸収軸側から出てくる漏れ光を示している。なお、図３では、バックライトは省略し
ている。
【００６９】
　図３において、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４
の４つの偏光板は、いずれも吸収型偏光板であり、それぞれ吸収軸と吸収軸に直交する透
過軸とを有する。Ｔａ１、Ｔａ２、Ｔａ３、Ｔａ４は、それぞれ、第１偏光板３１、第２
偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の吸収軸方向の単体透過率（以下、単に
吸収軸方向の透過率という）を示している。つまり、Ｔａ１、Ｔａ２、Ｔａ３、Ｔａ４が
低ければ低いほど、各偏光板から漏れ出てくる光の量は小さくなり、液晶表示装置として
のコントラスト比は高くなる。また、図３において、Ｔｔ１、Ｔｔ２、Ｔｔ３、Ｔｔ４は
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、それぞれ、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の透
過軸方向の単体透過率（以下、単に透過軸方向の透過率という）を示しているが、ここで
は、各偏光板の透過軸方向の単体透過率Ｔｔ１～Ｔｔ４は、いずれも１００％であると仮
定している。
【００７０】
　ここで、白表示の透過率は、ほぼ偏光板の透過軸を通る光のみで決まる。自然光は、偏
光板の透過軸に平行な偏光成分の光の光量と偏光板の透過軸に垂直な偏光成分の光の光量
とが等しいとみなせるから、表示パネルに入射する自然光のうち、偏光板の透過軸に平行
な偏光成分の光の光量及び偏光板の吸収軸に平行な偏光成分の光の光量をそれぞれ１とす
ると、白表示時の光量は１となる。この条件で黒表示時に表示パネルから漏れ出てくる光
を特定すれば、１（白表示時の光量）／（黒表示時に表示パネルから漏れ出てくる光）で
コントラストが求められる。
【００７１】
　表示パネルを透過する際に光の一部は散乱するので、黒表示時に表示パネルから漏れ出
てくる光としては、散乱漏れに依存するものもある。図３において、散乱漏れは、傾斜線
で示している。なお、散乱漏れは、偏光板の吸収軸の吸収率及び透過率に関係なく発生す
る。なお、図３において、４つの偏光板の偏光度は、全て同じである。
【００７２】
　そして、第１偏光板３１から出てくる漏れ光を考えた場合、まず、図３の（ａ）に示す
ように、第１偏光板３１の透過軸側から出てくる漏れ光がある。第１偏光板３１の透過軸
側から出てくる漏れ光としては、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第３漏れ光Ｌ３及び
第４漏れ光Ｌ４の４種類の漏れ光が考えられる。
【００７３】
　第１漏れ光Ｌ１は、第４偏光板３４の透過軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
透過軸を透過し、第３偏光板３３の吸収軸を透過し、第２偏光板３２の吸収軸を透過し、
第１偏光板３１の透過軸を透過して漏れ出てくる光である。上記のように透過軸方向の透
過率Ｔｔ１は１００％とし、第４偏光板３４の透過軸に平行な偏光成分の光量を１である
と仮定しているので、第１漏れ光Ｌ１の大きさは、第３偏光板３３の吸収軸方向の透過率
（Ｔａ３）と第２偏光板３２の吸収軸方向の透過率（Ｔａ２）とに依存し、より具体的に
はこれらの積となる。
【００７４】
　第２漏れ光Ｌ２は、第４偏光板３４の吸収軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
吸収軸を透過し、第３偏光板３３の透過軸を透過し、第２偏光板３２の透過軸を透過し、
第１表示パネル１００で散乱漏れして第１偏光板３１の透過軸を透過して漏れ出てくる光
である。上記のように透過軸方向の透過率Ｔｔは１００％とし、第４偏光板３４の吸収軸
に平行な偏光成分の光量を１であると仮定しているので、第２漏れ光Ｌ２の大きさは、第
４偏光板３４の吸収軸方向の透過率（Ｔａ４）と第１表示パネル１００の散乱漏れとに依
存する。
【００７５】
　第３漏れ光Ｌ３は、第４偏光板３４の透過軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
透過軸を透過し、第２表示パネル２００で散乱漏れして第３偏光板３３の透過軸を透過し
、第２偏光板３２の透過軸を透過して第１表示パネル１００で散乱漏れし、第１偏光板３
１の透過軸を透過して漏れ出てくる光である。したがって、第３漏れ光Ｌ３の大きさは、
第２表示パネル２００の散乱漏れと第１表示パネル１００の散乱漏れとに依存する。第３
漏れ光Ｌ３は、４つの偏光板のいずれの吸収軸も透過せずに漏れ出てくる光である。
【００７６】
　第４漏れ光Ｌ４は、第４偏光板３４の吸収軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
吸収軸を透過して第２表示パネル２００で散乱漏れし、第３偏光板３３の吸収軸を透過し
、第２偏光板３２の吸収軸を透過し、第１偏光板３１の透過軸を透過して漏れ出てくる光
である。したがって、第４漏れ光Ｌ４の大きさは、第４偏光板３４の吸収軸方向の透過率
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（Ｔａ４）と、第２表示パネル２００の散乱漏れと、第３偏光板３３の吸収軸方向の透過
率（Ｔａ３）と、第２偏光板３２の吸収軸方向の透過率（Ｔａ２）とに依存する。
【００７７】
　なお、第４漏れ光Ｌ４は、第４偏光板３４、第３偏光板３３及び第２偏光板３２の３つ
の偏光板の吸収軸を透過するので、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２及び第３漏れ光Ｌ３
と比べて、吸収による光の減衰が大きい。したがって、第４漏れ光Ｌ４は、第１漏れ光Ｌ
１、第２漏れ光Ｌ２及び第３漏れ光Ｌ３と比べて、光の漏れ量が非常に小さく、コントラ
スト比への影響は極めて小さい。したがって、コントラスト比の検討をするにあたり、第
４漏れ光Ｌ４は無視することができる。
【００７８】
　このように、第１偏光板３１の透過軸側から出てくる光のうちコントラスト比に影響を
与える漏れ光は、第１漏れ光Ｌ１（Ｔａ３×Ｔａ４）、第２漏れ光Ｌ２（Ｔａ４×散乱漏
れ）及び第３漏れ光Ｌ３（散乱漏れ×散乱漏れ）である。
【００７９】
　また、第１偏光板３１から出てくる漏れ光としては、図３の（ｂ）に示すように、第１
偏光板３１の吸収軸側から出てくる漏れ光がある。第１偏光板３１の吸収軸側から出てく
る漏れ光としては、第５漏れ光Ｌ５、第６漏れ光Ｌ６、第７漏れ光Ｌ７及び第８漏れ光Ｌ
８の４種類の漏れ光が考えられる。
【００８０】
　第５漏れ光Ｌ５は、第４偏光板３４の吸収軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
吸収軸を透過し、第３偏光板３３の透過軸を透過し、第２偏光板３２の透過軸を透過し、
第１偏光板３１の吸収軸を透過して漏れ出てくる光である。したがって、第５漏れ光Ｌ５
の大きさは、第４偏光板３４の吸収軸方向の透過率（Ｔａ４）と第１偏光板３１の吸収軸
方向の透過率（Ｔａ４）とに依存する。
【００８１】
　第６漏れ光Ｌ６は、第４偏光板３４の透過軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
透過軸を透過して第２表示パネル２００で散乱漏れし、第３偏光板３３の透過軸を透過し
、第２偏光板３２の透過軸を透過し、第１偏光板３１の吸収軸を透過して漏れ出てくる光
である。したがって、第６漏れ光Ｌ６の大きさは、第２表示パネル２００の散乱漏れと第
１偏光板３１の吸収軸方向の透過率（Ｔａ１）とに依存する。
【００８２】
　第７漏れ光Ｌ７は、第４偏光板３４の透過軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
透過軸を透過し、第３偏光板３３の吸収軸を透過し、第２偏光板３２の吸収軸を透過して
第１表示パネル１００で散乱漏れし、第１偏光板３１の吸収軸から漏れ出てくる光である
。したがって、第７漏れ光Ｌ７の大きさは、第３偏光板３３の吸収軸方向の透過率（Ｔａ
３）と、第２偏光板３２の吸収軸方向の透過率（Ｔａ２）と、第１表示パネル１００の散
乱漏れと、第１偏光板３１の吸収軸方向の透過率（Ｔａ１）とに依存する。
【００８３】
　第８漏れ光Ｌ８は、第４偏光板３４の吸収軸に平行な偏光成分の光が第４偏光板３４の
吸収軸を透過して第２表示パネル２００で散乱漏れし、第３偏光板３３の吸収軸を透過し
、第２偏光板３２の吸収軸を透過して第１表示パネル１００で散乱漏れし、第１偏光板３
１の吸収軸から漏れ出てくる光である。したがって、第８漏れ光Ｌ８の大きさは、第４偏
光板３４の吸収軸方向の透過率（Ｔａ４）と、第２表示パネル２００の散乱漏れと、第３
偏光板３３の吸収軸方向の透過率（Ｔａ３）と、第２偏光板３２の吸収軸方向の透過率（
Ｔａ２）と、第１偏光板３１の吸収軸方向の透過率（Ｔａ１）とに依存する。
【００８４】
　なお、第７漏れ光Ｌ７は、第３偏光板３３、第２偏光板３２及び第１偏光板３１の３つ
の偏光板の吸収軸を透過する。また、第８漏れ光Ｌ８は、第４偏光板３４、第３偏光板３
３、第２偏光板３２及び第１偏光板３１の４つの偏光板の吸収軸を透過する。このため、
第７漏れ光Ｌ７及び第８漏れ光Ｌ８は、第５漏れ光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６と比べて、吸
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収による光の減衰が大きい。したがって、第７漏れ光Ｌ７及び第８漏れ光Ｌ８は、第５漏
れ光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６と比べて、光の漏れ量が非常に小さく、コントラスト比への
影響は極めて小さい。したがって、コントラスト比の検討をするにあたり、第７漏れ光Ｌ
７及び第８漏れ光Ｌ８は無視することができる。
【００８５】
　このように、第１偏光板３１の吸収軸側から出てくる光のうちコントラスト比に影響を
与える漏れ光は、第５漏れ光Ｌ５（Ｔａ４×Ｔａ３）及び第６漏れ光Ｌ６（散乱漏れ×Ｔ
ａ１）である。
【００８６】
　以上より、第１偏光板３１から出てくる光のうちコントラスト比に影響を及ぼす漏れ光
は、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第３漏れ光Ｌ３、第５漏れ光Ｌ５及び第６漏れ光
Ｌ６であり、下記の式（３）で表される。
【００８７】
　黒表示時の漏れ光＝第１漏れ光Ｌ１（Ｔａ３×Ｔａ２）＋第２漏れ光Ｌ２（Ｔａ４×散
乱漏れ）＋第３漏れ光Ｌ３（散乱漏れ×散乱漏れ）＋第５漏れ光Ｌ５（Ｔａ４×Ｔａ３）
＋第６漏れ光Ｌ６（散乱漏れ×Ｔａ１）　…　（３）
【００８８】
　ここで、一対の偏光板のコントラスト比はＴｐ／Ｔｃで表されるが、一般的には数万：
１以上（例えば、１００００～５００００：１）である。にもかかわらず、液晶セルを一
対の偏光板で挟んだ構造の１つの表示パネルのコントラスト比が数千：１程度にとどまる
のは、一対の偏光板のうちの一方の偏光板の透過軸から他方の偏光板の透過軸に向かって
散乱漏れする光が存在するからである。つまり、偏光板の吸収軸を通らずに漏れ出てくる
光が存在するからである。したがって、１つの表示パネルのコントラスト比は、散乱漏れ
によって一対の偏光板の各々の透過軸を通って漏れ出てくる光が支配的となって決定され
る。この場合、例えば一対の偏光板のコントラスト比が数万：１であるにもかかわらず、
一方の偏光板の透過軸から他方の偏光板の透過軸への散乱漏れによって、１／１５００程
度の光が漏れ出てくるため、液晶セルを一対の偏光板で挟んだ構造の１つの表示パネルの
コントラスト比は、１０００：１程度にとどまる。
【００８９】
　このように、１つの表示パネルのコントラスト比は、散乱漏れによる光のうち一対の偏
光板のいずれの吸収軸を透過することなく漏れ出てくる光によって決まる。
【００９０】
　このことは、図３に示すように、第１表示パネル１００と第２表示パネル２００との２
つの液晶表示パネルを用いた場合も同様である。そうすると、コントラスト比に影響を及
ぼす５つの漏れ光（第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第３漏れ光Ｌ３、第５漏れ光Ｌ５
、第６漏れ光Ｌ６）のうち、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４
偏光板３４の４つの偏光板のいずれの吸収軸を透過することなく漏れ出てくる光は、第３
漏れ光Ｌ３である。つまり、第１表示パネル１００と第２表示パネル２００との２つの液
晶表示パネルを用いた液晶表示装置のコントラスト比は、第３漏れ光Ｌ３が支配的となっ
て決まる。例えば、１つの表示パネルの散乱漏れによって１／１５００程度の光が漏れ出
てくる場合、２つの表示パネルの散乱漏れに依存する第３漏れ光Ｌ３として、（１／１５
００）×（１／１５００）＝１／２２５万程度の光が漏れ出てくる。
【００９１】
　しかも、表示パネルにおける散乱漏れは、偏光板の吸収軸に関係なく発生し、偏光板の
吸収軸方向の透過率に依存しない。つまり、散乱漏れのみに依存する第３漏れ光Ｌ３は、
４つの偏光板に関係なく漏れ出てくる光であり、第３漏れ光Ｌ３は、第１偏光板３１、第
２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４では、制御することができない。
【００９２】
　一方、残りの４つの漏れ光（第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第５漏れ光Ｌ５及び第
６漏れ光Ｌ６）の大きさは、偏光板の吸収軸方向の透過率に依存する。
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【００９３】
　ここで、従来の一対の偏光板のコントラスト比は、上述のとおり数万：１以上であり、
例えば一対の偏光板のコントラスト比が１万：１の場合、偏光度Ｐが９９．９９％の一対
の偏光板の組み合わせに相当する。また、１つの表示パネルの散乱漏れによって１／１５
００程度の光が漏れ出てくる。
【００９４】
　このため、例えば、偏光度Ｐ＝９９．９９％の一対の偏光板に挟まれた表示パネルにお
いて、Ｔｔを１００％とみなすと、上記の式（１）より、Ｔａ＝１／１９９９９≒１／２
万となる。１つの表示パネルの散乱漏れによって１／１５００程度の光が漏れ出てくると
すると、偏光板の吸収軸方向の透過率と表示パネルの散乱漏れとに依存する第２漏れ光Ｌ
２及び第６漏れ光Ｌ６として、（１／１５００）×（１／２万）＝１／３０００万程度の
光が漏れ出てくる。また、２つの偏光板の吸収軸方向の透過率に依存する第１漏れ光Ｌ１
及び第５漏れ光Ｌ５として、（１／２万）×（１／２万）＝１／４億程度の光が漏れ出て
くる。
【００９５】
　したがって、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第５漏れ光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６の
大きさは、第３漏れ光Ｌ３の大きさと比べて小さい。
【００９６】
　つまり、第１表示パネル１００と第２表示パネル２００との２つの液晶表示パネルを用
いた液晶表示装置において、偏光度が高い従来の偏光板は、過剰スペックになっていると
考えられる。
【００９７】
　このような知見により、本願発明者は、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板
３３及び第４偏光板３４の中に偏光度を低くしてもよいものがあるのではないかと考え、
第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４についての吸収軸
方向の透過率を調整することで、液晶表示装置のコントラスト比をあまり下げることなく
、液晶表示装置の透過率を高くして表示画像の輝度を高くできるのではないかという着想
を得た。
【００９８】
　具体的には、本願発明者は、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第
４偏光板３４の４つの偏光板の中のいずれかの偏光度を低くしても、第１漏れ光Ｌ１、第
２漏れ光Ｌ２、第５漏れ光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６の大きさが第３漏れ光Ｌ３の大きさを
超えないような偏光板の透過率の組み合わせを検討した。以下、その具体的な検討結果を
説明する。
【００９９】
　まず、図３に示すように、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ光Ｌ２、第５漏れ光Ｌ５及び第６
漏れ光Ｌ６において、第１偏光板３１及び第４偏光板３４の各々の吸収軸方向の透過率（
Ｔａ１、Ｔａ４）の影響が大きいことが分かる。したがって、第１漏れ光Ｌ１、第２漏れ
光Ｌ２、第５漏れ光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６をあまり大きくすることなく小さくしておく
ためには、第１偏光板３１及び第４偏光板３４の少なくとも一方については、吸収軸方向
の透過率（Ｔａ１、Ｔａ４）を低くしておくとよい。
【０１００】
　例えば、第１偏光板３１の吸収軸方向の透過率（Ｔａ１）を低くすることで、第５漏れ
光Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６を小さくすることができる。第１偏光板３１の吸収軸方向の透
過率を低くするには、第１偏光板３１の偏光度を大きくすればよい。そして、第５漏れ光
Ｌ５及び第６漏れ光Ｌ６を小さくしておけば、第１漏れ光Ｌ１及び第２漏れ光Ｌ２が多少
大きくなっても、高いコントラスト比を維持することができる。つまり、吸収軸方向の透
過率（Ｔａ１）を低く維持して第１偏光板３１の単体透過率を高くすることができない分
、第１偏光板３１以外の他の３つの偏光板の単体透過率を高くすることができる。
【０１０１】
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　このとき、第１漏れ光Ｌ１については、他の３つの偏光板のうち第２偏光板３２及び第
３偏光板３３の２つの偏光板の吸収軸方向の透過率（Ｔａ２、Ｔａ３）に依存する。一方
、第２漏れ光Ｌ２については、他の３つの偏光板のうち第４偏光板３４のみの吸収軸方向
の透過率（Ｔａ４）にしか依存しない。したがって、第１漏れ光Ｌ１及び第２漏れ光Ｌ２
のうちの一つを犠牲にして漏れ光の大きさを大きくするのであれば、第２偏光板３２及び
第３偏光板３３の２つの偏光板の単体透過率を高くできる第１漏れ光Ｌ１の方を犠牲にす
る方がよい。
【０１０２】
　この場合、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の吸収軸方向の透過率（Ｔａ２、Ｔａ３
）を低くすることで、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の単体透過率を高くすることが
できる。第２偏光板３２及び第３偏光板３３の吸収軸方向の透過率を低くするには、第２
偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度を小さくすればよい。具体的には、第２偏光板３
２及び第３偏光板３３の各々の偏光度を第１偏光板３１の偏光度よりも小さくすればよい
。このように、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の単体透過率を高くすることによって
、液晶表示装置１の透過率を高くすることができる。なお、第２偏光板３２及び第３偏光
板３３の単体透過率が高くなることで第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度は低下
するものの、液晶表示装置としてのコントラスト比は第３漏れ光Ｌ３が支配的であり、ま
た、第１偏光板３１の吸収軸方向の透過率が低くなっているので、画像表示装置としての
コントラスト比はあまり低下しない。
【０１０３】
　さらに、この場合、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度を第１偏光板３１の偏
光度よりも小さくするだけではなく、第４偏光板３４の偏光度についても第１偏光板３１
の偏光度より小さくしてもよい。これにより、第４偏光板３４の単体透過率も高くするこ
とができるので、液晶表示装置の透過率を一層高くすることができる。なお、第４偏光板
３４の単体透過率が高くなることで第４偏光板３４の偏光度は低下するものの、この場合
も、液晶表示装置としてのコントラスト比は第３漏れ光Ｌ３が支配的であり、また、第１
偏光板３１の吸収軸方向の透過率が低くなっているので、液晶表示装置としてのコントラ
スト比はあまり低下しない。
【０１０４】
　また、第１偏光板３１の吸収軸方向の透過率（Ｔａ１）を高くするのではなく、第４偏
光板３４の偏光度を大きくして第４偏光板３４の吸収軸方向の透過率（Ｔａ４）を低くし
てもよい。これにより、第２漏れ光Ｌ２及び第５漏れ光Ｌ５を小さくしておくことができ
るので、第１漏れ光Ｌ１及び第６漏れ光Ｌ６が多少大きくなっても、高いコントラスト比
を維持することができる。つまり、吸収軸方向の透過率を低く維持して第４偏光板３４の
単体透過率を高くすることができない分、第４偏光板３４以外の他の３つの偏光板の単体
透過率を高くすることができる。
【０１０５】
　このとき、上記同様に、第１漏れ光Ｌ１及び第６漏れ光Ｌ６のうち、第２偏光板３２及
び第３偏光板３３の２つの偏光板の単体透過率を高くできる第１漏れ光Ｌ１のみを犠牲に
して、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度を小さくして第２偏光板３２及び第３
偏光板３３の単体透過率を高くするとよい。このように、第２偏光板３２及び第３偏光板
３３の単体透過率を高くすることによって、液晶表示装置の透過率を高くすることができ
る。
【０１０６】
　さらに、この場合、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度を第１偏光板３１の偏
光度よりも小さくするだけではなく、第１偏光板３１の偏光度についても第４偏光板３４
の偏光度より小さくしてもよい。これにより、第１偏光板３１の単体透過率も高くするこ
とができるので、液晶表示装置の透過率を一層高くすることができる。
【０１０７】
　以上、本願発明者が鋭意検討した結果、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板
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３３及び第４偏光板３４の偏光度の大小関係を規定することによって、画像表示装置とし
て高いコントラスト比を維持しつつ透過率を高めることができることが分かった。
【０１０８】
　具体的には、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の
各々の偏光度を、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４とすると、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、
Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式、及び、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式のいずれかを
満たしていればよい。
【０１０９】
　つまり、第１偏光板３１及び第４偏光板３４の少なくともいずれか一方の偏光度を、第
２偏光板３２及び第３偏光板３３のいずれの偏光度よりも大きくすればよい。これにより
、第２偏光板３２の偏光度及び第３偏光板３３の偏光度を、第１偏光板３１の偏光度又は
第４偏光板３４の偏光度よりも低くすることができるので、第２偏光板３２及び第３偏光
板３３の単体透過率を高くすることができる。
【０１１０】
　例えば、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各々
の単体透過率を、Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４とすると、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の
場合には、Ｔｍ１＜Ｔｍ２、Ｔｍ３、Ｔｍ４の関係式を満たし、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３
の場合には、Ｔｍ４＜Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式を満たし、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ
３の場合には、Ｔｍ１、Ｔｍ４＜Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式を満たしている。
【０１１１】
　この結果、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００の２つの表示パネルを用い
た液晶表示装置１でありながらも、液晶表示装置１の高いコントラスト比を維持しつつ、
液晶表示装置１の透過率を向上させることができる。したがって、表示画像の輝度が低下
することを抑制することができる。
【０１１２】
　しかも、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の単体透過率を高くすることで、第２偏光
板３２及び第３偏光板３３の吸光による発熱によって温度が上昇することを緩和できる。
したがって、液晶表示装置１の信頼性を向上させることができる。
【０１１３】
　特に、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式を満たす場合には、第２偏光板３２、第３偏光
板３３及び第４偏光板３４の各々の偏光度を、第１偏光板３１の偏光度よりも小さくする
ことができるので、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の３つの偏光板
の透過率を高くすることができる。第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４
の単体透過率を高くすることで、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の
吸光による発熱によって温度が上昇することを緩和できる。したがって、液晶表示装置１
の信頼性を向上させることができる。
【０１１４】
　とりわけ、第４偏光板３４が吸収型偏光板からなる場合、第４偏光板３４はバックライ
トからの光を吸収し高温となり易いことから、Ｐ１＞Ｐ４としてＰ４の透過率を相対的に
高くすることで、第４偏光板３４が光を吸収することを抑制し、温度上昇を抑えることが
できる。
【０１１５】
　同様に、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３の関係式を満たす場合には、第１偏光板３１、第２偏
光板３２及び第３偏光板３３の各々の偏光度を、第４偏光板３４の偏光度よりも小さくす
ることができる。この結果、第１偏光板３１、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の３つ
の偏光板の単体透過率を高くすることができる。
【０１１６】
　これにより、液晶表示装置１の透過率を一層向上させることができるので、表示画像の
輝度が低下することを一層抑制することができる。
【０１１７】
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　なお、画像品位の観点では、観察者側の第１偏光板３１の方の偏光度（Ｐ１）を第４偏
光板３４の偏光度（Ｐ４）よりも大きくするとよい。
【０１１８】
　また、本実施の形態における液晶表示装置１において、Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９
９．６５％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、又は、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９
．６５％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、又は、Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、
９９．５８％≦Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、である。
【０１１９】
　第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏光度を、
Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、の範囲に
設定することで、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の偏光度が第１偏
光板３１の偏光度よりも小さくなったとしても、液晶表示装置としての高いコントラスト
比を得ることができる。
【０１２０】
　仮に、従来の偏光板のように、Ｐ１～Ｐ４が全て９９．９９％である場合、式（１）よ
り吸収軸方向の透過率（Ｔａ１、Ｔａ２、Ｔａ３、Ｔａ４）＝１／２万と算出され、「散
乱漏れ」として上記と同様に１／１５００を採用して式（３）に代入すると、漏れ光は１
／１０８万となり、コントラスト比は１９４万：１となる。
【０１２１】
　一方、Ｐ１＝９９．９９％、Ｐ２＝Ｐ３＝Ｐ４＝９９．６５％である場合、式（１）よ
り、透過率（Ｔａ１）＝１／２万、透過率（Ｔａ２）＝透過率（Ｔａ３）＝透過率（Ｔａ
４）＝１／５７１とみなせるから、「散乱漏れ」として１／１５００を採用して式（３）
に代入すると、漏れ光は、約１／２１万となり、２０万：１のコントラスト比を維持する
ことができる。したがって、上記の偏光度の範囲を採用した場合、ＨＤＲの規格（ITU-R 
(International Telecommunication Union Radio-communications Sector) BT.2100）に
要求される２０万：１のコントラスト比を維持しつつ、液晶表示装置１の透過率を向上さ
せて表示画像の輝度が低下することを抑制することができる。
【０１２２】
　同様に、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏
光度を、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．６５％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、
の範囲に設定することで、第１偏光板３１、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度
が第４偏光板３４の偏光度よりも小さくなったとしても、液晶表示装置としての高いコン
トラスト比を得ることができる。
【０１２３】
　例えば、Ｐ４＝９９．９９％、Ｐ１＝Ｐ２＝Ｐ３＝９９．６５％である場合、式（１）
より、透過率（Ｔａ４）＝１／２万、透過率（Ｔａ１）＝透過率（Ｔａ２）＝透過率（Ｔ
ａ３）＝１／５７１とみなせるから、散乱度として１／１５００を採用して式（３）に代
入すると、漏れ光は、約１／２１万となり、２０万：１のコントラスト比を維持すること
ができる。したがって、上記の偏光度の範囲を採用した場合、ＨＤＲの規格に要求される
２０万：１のコントラスト比を維持しつつ、液晶表示装置１の透過率を向上させて表示画
像の輝度が低下することを抑制することができる。
【０１２４】
　同様に、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏
光度を、Ｐ１、Ｐ４＝９９．９９％、かつ、Ｐ２、Ｐ３＝９９．５８％である場合、式（
１）より、透過率（Ｔａ１）＝透過率（Ｔａ４）＝１／２万、透過率（Ｔａ２）＝透過率
（Ｔａ３）＝１／４７６となるから、散乱度として１／１５００を採用して式（３）に代
入すると、漏れ光は、約１／２０万となり、２０万：１のコントラスト比を維持すること
ができる。したがって、Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．５８％≦Ｐ２、Ｐ３＜
９９．９９％を採用した場合、ＨＤＲの規格に要求される２０万：１のコントラスト比を
維持しつつ、液晶表示装置１の透過率を向上させて表示画像の輝度が低下することを抑制
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することができる。
【０１２５】
　また、本実施の形態における液晶表示装置１において、Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９
９．９２％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、又は、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９
．９２％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、又は、Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、
９９．８７％≦Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、であってもよい。
【０１２６】
　第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏光度を、
Ｐ１≧９９．９９％、かつ、９９．９２％≦Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４＜９９．９９％、の範囲に
設定することで、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の偏光度が第１偏
光板３１の偏光度よりも小さくなったとしても、液晶表示装置としての極めて高いコント
ラスト比を得ることができる。
【０１２７】
　例えば、Ｐ１＝９９．９９％、Ｐ２＝Ｐ３＝Ｐ４＝９９．９２％である場合、式（１）
より、透過率（Ｔａ１）＝１／２万、透過率（Ｔａ２）＝透過率（Ｔａ３）＝透過率（Ｔ
ａ４）＝１／２５００とみなせるから、「散乱漏れ」として１／１５００を採用して式（
３）に代入すると、漏れ光は、約１／１０８万となり、１００万：１のコントラスト比を
維持することができる。表示パネルのコントラスト比が１００万：１を維持することがで
きる場合、有機ＥＬ表示装置と比較しても、遜色ないコントラストを発揮することができ
ることが本件発明者による実験にて確認されている。したがって、上記の偏光度の範囲を
採用した場合、有機ＥＬ表示装置と比較しても遜色ない１００万：１のコントラスト比を
維持しつつ、液晶表示装置１の透過率を向上させて表示画像の輝度が低下することを抑制
することができる。
【０１２８】
　同様に、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏
光度を、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．９２％≦Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３＜９９．９９％、
の範囲に設定することで、第１偏光板３１、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度
が第４偏光板３４の偏光度よりも小さくなったとしても、液晶表示装置としての極めて高
いコントラスト比を得ることができる。
【０１２９】
　例えば、Ｐ４＝９９．９９％、Ｐ１＝Ｐ２＝Ｐ３＝９９．９２％である場合、式（１）
より、透過率（Ｔａ４）＝１／２万、透過率（Ｔａ１）＝透過率（Ｔａ２）＝透過率（Ｔ
ａ３）＝１／２５００とみなせるから、散乱度として１／１５００を採用して式（３）に
代入すると、漏れ光は、約１／１０８万となり、１００万：１のコントラスト比を維持す
ることができる。したがって、上記の偏光度の範囲を採用した場合、有機ＥＬ表示装置と
比較しても遜色ない１００万：１のコントラスト比を維持しつつ、液晶表示装置１の透過
率を向上させて表示画像の輝度が低下することを抑制することができる。
【０１３０】
　同様に、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の各偏
光度を、Ｐ１、Ｐ４＝９９．９９％、かつ、Ｐ２、Ｐ３＝９９．８７％である場合、式（
１）より、透過率（Ｔａ１）＝透過率（Ｔａ４）＝１／２万、透過率（Ｔａ２）＝透過率
（Ｔａ３）＝１／１５３８となるから、散乱度として１／１５００を採用して式（３）に
代入すると、漏れ光は、約１／１０７万となり、１００万：１のコントラスト比を維持す
ることができる。したがって、Ｐ１、Ｐ４≧９９．９９％、かつ、９９．８７％≦Ｐ２、
Ｐ３＜９９．９９％、上記の偏光度の範囲を採用した場合、有機ＥＬ表示装置と比較して
も遜色ない１００万：１のコントラスト比を維持しつつ、液晶表示装置１の透過率を向上
させて表示画像の輝度が低下することを抑制することができる。
【０１３１】
　また、本実施の形態における液晶表示装置１において、第１偏光板３１の偏光子、第２
偏光板３２の偏光子、第３偏光板３３の偏光子及び第４偏光板３４の偏光子の各々の厚み
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を、ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ４とすると、ｄ１、ｄ４＞ｄ２、ｄ３の関係式を満たしている
とよい。
【０１３２】
　これにより、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の偏光度を、第１偏光板３１及び第４
の偏光板のよりも小さくして、第２偏光板３２及び第３偏光板３３の透過率を第１偏光板
３１及び第４の偏光板３４の透過率よりも容易に高くすることができる。
【０１３３】
　しかも、ｄ１、ｄ４＞ｄ２、ｄ３の関係式を満たすことで、第１液晶セル１３と第２液
晶セル２３との距離を近づけることができることから、表示画像の視差を低減することが
できる。
【０１３４】
　また、本実施の形態における液晶表示装置１において、第１偏光板３１及び第４偏光板
３４は、吸収型偏光板である。とりわけ、Ｐ１＞Ｐ４の場合、吸収型偏光板を使用するこ
とによる高いコントラスト比を維持しつつ、第４偏光板３４の透過率が第１偏光板３１の
透過率よりも高くなるので、第４偏光板３４が相対的に光を透過し易くなり、第４偏光板
３４での吸光による発熱を抑制することができる。
【０１３５】
　（実施の形態２）
　次に、実施の形態２に係る液晶表示装置２について、図４を用いて説明する。図４は、
実施の形態２に係る液晶表示装置２の構成を示す断面図である。
【０１３６】
　本実施の形態における液晶表示装置２では、上記実施の形態１における液晶表示装置１
において、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の少なくとも一つを反射
型偏光板にしたものである。反射型偏光板は、透過する光の２つの直交成分のうちの一方
を反射し、他方を透過することで偏光する偏光板である。なお、第２偏光板３２、第３偏
光板３３及び第４偏光板３４のうち反射型偏光板としなかった偏光板と第１偏光板３１と
は、上記実施の形態１と同様に、吸収型偏光板である。
【０１３７】
　反射型偏光板は偏光度が低いので、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３
４の少なくとも一つを反射型偏光板にすることで、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び
第４偏光板３４の偏光度について、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、又は、Ｐ１、Ｐ４
＞Ｐ２、Ｐ３の関係式を容易に満たすことができる。
【０１３８】
　これにより、実施の形態１と同様に、高いコントラスト比を維持しつつ、透過率を向上
させて表示画像の輝度の低下を抑制することができる。
【０１３９】
　しかも、反射型偏光板を用いることによって、光を吸収するのではなく反射させて偏光
することができるので、反射させた光を再利用することができる。これにより、液晶表示
装置２の透過率を一層向上させることができる。
【０１４０】
　また、図４に示される液晶表示装置２においては、第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３
４Ａが反射型偏光板となっている。つまり、第２表示パネル２００Ａは、第２液晶セル２
０が一対の第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３４Ａで挟まれた構造となっている。
【０１４１】
　仮に、第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３４Ａを、反射型偏光板ではなく、上記実施の
形態１のように吸収型偏光板にすると、第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３４Ａが貼り合
わされた第２液晶セル２０は、バックライト３００側に位置するので、第３偏光板３３Ａ
及び第４偏光板３４Ａは、光の吸収等によって第１偏光板３１及び第２偏光板３２と比べ
て非常に高温になる。
【０１４２】
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　そこで、本実施の形態のように、第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３４Ａを反射型偏光
板にすることで、第３偏光板３３Ａ及び第４偏光板３４Ａが吸光して発熱することを回避
できる。これにより、液晶表示装置２の信頼性を一層向上させることができる。
【０１４３】
　また、第２偏光板３２及び第３偏光板３３Ａの少なくとも一方の厚みを、第１偏光板３
１の厚みよりも小さくするとよい。
【０１４４】
　これにより、第２偏光板３２及び第３偏光板３３Ａの単体透過率を高くすることができ
るので、液晶表示装置２の透過率を一層高くすることができる。また、第１液晶セル１３
と第２液晶セル２３との距離を近づけることができることから、表示画像の視差を低減す
ることができる。
【０１４５】
　ここで、本実施の形態で用いられる反射型偏光板の一例を、図５Ａ～図５Ｃに示す。図
５Ａ～図５Ｃは、第２液晶セル２０の第２対向基板２２に設けられた反射型偏光板の一例
を示しており、図５Ａは、第１の反射型偏光板５１０の断面図、図５Ｂは、第２の反射型
偏光板５２０の断面図、図５Ｃは、第３の反射型偏光板５３０の断面図である。
【０１４６】
　図５Ａに示すように、第１の反射型偏光板５１０は、屈折率が異なる誘電体膜等の薄膜
が複数積層された多層薄膜積層体５１１（例えば２６μｍ）によって構成されている。図
５Ａに示すように、第１の反射型偏光板５１０は、粘着層５１２（例えば１２μｍ）によ
って第２液晶セル２０の第２対向基板２２に貼り合わせることができる。第１の反射型偏
光板５１０としては、例えば、ＡＰＣＦ付偏光板（日東電工社製）又はＤＢＥＦ（３Ｍ社
製）等が挙げられる。なお、粘着層５１２は、第１の反射型偏光板５１０と一体に設けら
れていてもよいし、第１の反射型偏光板５１０と別体であってもよい。
【０１４７】
　図５Ｂに示すように、第２の反射型偏光板５２０は、ＴＡＣ等の基材５２１（例えば８
０μｍ）と、基材５２１の上に配置されたワイヤグリッド層５２２（例えば１μｍ以下）
と、ワイヤグリッド層５２２の上に配置された保護フィルム５２３（例えば１１０μｍ）
とによって構成されている。ワイヤグリッド層５２２には、アルミニウム等の金属線から
なるワイヤグリッドが複数本配列されている。図５Ｂに示すように、第２の反射型偏光板
５２０は、粘着層５２４（例えば２５μｍ）によって第２液晶セル２０の第２対向基板２
２に貼り合わせることができる。なお、粘着層５２４は、第２の反射型偏光板５２０と一
体に設けられていてもよいし、第２の反射型偏光板５２０と別体であってもよい。また、
保護フィルム５２３は、第２の反射型偏光板５２０を貼着した後に剥がしてもよい。
【０１４８】
　図５Ｃに示すように、第３の反射型偏光板５３０は、複数本のワイヤグリッド５３１に
よって構成されている。ワイヤグリッド５３１は、例えばアルミニウム等の金属線である
。図５Ｃに示すように、ワイヤグリッド５３１である第３の反射型偏光板５３０は、第２
液晶セル２０の第２対向基板２２の外面に直接設けられている。なお、複数本のワイヤグ
リッド５３１は、例えば、ピッチが１５０ｎｍで、幅が７５ｎｍで、厚さが１００ｎｍで
あるが、これに限るものではない。
【０１４９】
　（実施の形態３）
　次に、実施の形態３に係る液晶表示装置３について、図６を用いて説明する。図６は、
実施の形態３に係る液晶表示装置３の構成を示す断面図である。
【０１５０】
　本実施の形態における液晶表示装置３では、上記実施の形態１における液晶表示装置１
において、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏光板３４の少なくとも一つをイン
セル型の反射型偏光板にしたものである。インセル型の反射型偏光板は、液晶セルの一部
として組み込まれた反射型偏光板である。
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【０１５１】
　インセル型の反射型偏光板も偏光度が低いので、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び
第４偏光板３４の少なくとも一つを反射型偏光板にすることで、第２偏光板３２、第３偏
光板３３及び第４偏光板３４の偏光度について、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式、又は
、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式を容易に満たすことができる。
【０１５２】
　これにより、実施の形態１と同様に、高いコントラスト比を維持しつつ、透過率を向上
させることができる液晶表示装置３を実現できる。したがって、表示画像の輝度が低下す
ることを抑制することができる。
【０１５３】
　さらに、インセル型の反射型偏光板を用いることによって、実施の形態２と同様に、液
晶表示装置２の透過率を一層向上させることができる。
【０１５４】
　しかも、インセル型の反射型偏光板を用いることで、液晶セルに吸収型偏光板を貼り合
わせた表示パネルと比べて厚みを薄くすることができる。これにより、第１液晶セル１３
と第２液晶セル２３との距離を近づけることができることから、表示画像の視差を軽減す
ることができるとともに、表示パネルに反りが発生すること抑制できる。これにより、画
像品位を向上させることができる。
【０１５５】
　また、図６に示される液晶表示装置３においては、第２偏光板３２、第３偏光板３３及
び第４偏光板３４のうち、第３偏光板３３Ｂ及び第４偏光板３４Ｂがインセル型の反射型
偏光板となっている。つまり、第２表示パネル２００Ｂは、第２液晶セル２０Ｂの一部に
第３偏光板３３Ｂ及び第４偏光板３４Ｂが組み込まれた構造となっている。
【０１５６】
　これにより、第２表示パネル２００Ｂの厚さを薄くすることができるので、第２表示パ
ネル２００Ｂでの表示画像の視差を軽減することができるとともに、第２表示パネル２０
０Ｂに反りが発生することを抑制できる。
【０１５７】
　さらに、第１表示パネル１００側の第３偏光板３３Ｂをインセル型の反射型偏光板にす
ることで、第２表示パネル２００Ｂにおける第１表示パネル１００側の面（第２対向基板
２２の外面）をフラットにすることができる。これにより、第１表示パネル１００と第２
表示パネル２００Ｂとの貼り合わせを精度良く且つ簡便に行うことができる。したがって
、液晶表示装置３の歩留まりを向上させることができる。
【０１５８】
　しかも、第３偏光板３３Ｂ及び第４偏光板３４Ｂを反射型偏光板にすることで、実施の
形態２と同様に、第３偏光板３３Ｂ及び第４偏光板３４Ｂが吸光して発熱することを回避
できる。これにより、液晶表示装置３の信頼性を一層向上させることができる。
【０１５９】
　また、本実施の形態でも、第２偏光板３２及び第３偏光板３３Ｂの少なくとも一方の厚
みを、第１偏光板３１の厚みよりも小さくするとよい。とりわけ、第３偏光板３３Ｂをイ
ンセル型の反射型偏光板とした場合、インセル型の反射型偏光板は吸収型偏光板よりも薄
く構成することができるので、第３偏光板３３Ｂを第１偏光板３１よりも薄くすることが
容易に実現できる。
【０１６０】
　これにより、第２偏光板３２及び第３偏光板３３Ｂの単体透過率を高くすることができ
るので、液晶表示装置３の透過率を一層高くすることができる。
【０１６１】
　ここで、本実施の形態で用いられるインセル型の反射型偏光板の一例を図７に示す。図
７は、第２液晶セル２０Ｂの第２対向基板２２に設けられたインセル型の反射型偏光板５
４０の断面図である。
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【０１６２】
　図７に示されるインセル型の反射型偏光板５４０は、複数本のワイヤグリッド５４１と
、複数本のワイヤグリッド５４１を被覆する絶縁層５４２とによって構成されている。ワ
イヤグリッド５４１は、例えばアルミニウム等の金属線であり、図７に示すように、第２
液晶セル２０Ｂの第２対向基板２２の内面に直接設けられている。なお、複数本のワイヤ
グリッド５４１は、例えば、ピッチが１５０ｎｍで、幅が７５ｎｍで、厚さが１００ｎｍ
であるが、これに限るものではない。
【０１６３】
　また、図６に示される液晶表示装置３では、第３偏光板３３Ｂ及び第４偏光板３４Ｂを
インセル型の反射型偏光板とし、第１偏光板３１及び第２偏光板３２を吸収型反射板とし
たが、これに限らない。
【０１６４】
　例えば、図８に示される液晶表示装置３’のように、第２偏光板３２Ｂ及び第３偏光板
３３Ｂをインセル型の反射型偏光板とし、第１偏光板３１及び第４偏光板３４を吸収型偏
光板としてもよい。つまり、液晶表示装置３’において、第１表示パネル１００Ｂ’は、
第１液晶セル１０Ｂ’の一部に第３偏光板３２Ｂが組み込まれた構造となっており、第２
表示パネル２００Ｂ’は、第２液晶セル２０Ｂ’の一部に第３偏光板３２Ｂが組み込まれ
た構造となっている。
【０１６５】
　これにより、図６に示される液晶表示装置３と比べて、表示画像の視差を一層軽減する
ことができる。
【０１６６】
　なお、図８に示される液晶表示装置３’においても、第２偏光板３２Ｂ及び第３偏光板
３３Ｂの少なくとも一方の厚みは、第１偏光板３１の厚みよりも小さい方がよい。
【０１６７】
　これにより、第２偏光板３２Ｂ及び第３偏光板３３Ｂの単体透過率を高くすることがで
きるので、液晶表示装置３’の透過率を一層高くすることができる。
【０１６８】
　また、図９に示される液晶表示装置３”のように、第２偏光板３２Ｂ、第３偏光板３３
Ｂ及び第４偏光板３４Ｂをインセル型の反射型偏光板とし、第１偏光板３１を吸収型偏光
板としてもよい。つまり、図８に示される液晶表示装置３”は、図８に示される第１表示
パネル１００Ｂ’と図６に示される第２表示パネル２００Ｂとを貼り合わせた構造である
。
【０１６９】
　この構成により、図６に示される液晶表示装置３と図８に示される液晶表示装置３’と
の両方の作用効果を奏することができる。したがって、画像品位に極めて優れた液晶表示
装置３”を実現することができる。
【０１７０】
　（変形例）
　以上、本開示に係る液晶表示装置について、実施の形態に基づいて説明したが、本開示
は、上記実施の形態に限定されるものではない。
【０１７１】
　上記の各実施の形態では、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４
偏光板３４として、偏光度が低ければ低いほど単体透過率が高くなる偏光板を用いたが、
これに限らない。例えば、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３３及び第４偏
光板３４として、偏光度が低くても単体透過率があまり高くならない偏光板を用いてもよ
い。つまり、Ｐ１＞Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の関係式を満たしていても、Ｔｍ１＜Ｔｍ２、Ｔｍ
３、Ｔｍ４の関係式を必ずしも満たしていない場合もある。同様に、Ｐ４＞Ｐ１、Ｐ２、
Ｐ３の関係式を満たしていても、Ｔｍ４＜Ｔｍ１、Ｔｍ２、Ｔｍ３の関係式を満たさない
場合があり、Ｐ１、Ｐ４＞Ｐ２、Ｐ３の関係式を満たしていても、Ｔｍ１、Ｔｍ４＜Ｔｍ



(23) JP 2019-86719 A 2019.6.6

10

20

30

40

２、Ｔｍ３の関係式を満たさない場合がある。
【０１７２】
　また、上記の各実施の形態において、第１偏光板３１、第２偏光板３２、第３偏光板３
３及び第４偏光板３４には、位相差板（位相差フィルム）等の光学部材が貼り合わされて
いてもよい。
【０１７３】
　その他、上記実施の形態及び変形例に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られ
る形態や、本開示の趣旨を逸脱しない範囲で実施の形態及び変形例における構成要素及び
機能を任意に組み合わせることで実現される形態も本開示に含まれる。
【符号の説明】
【０１７４】
　１、２、３、３’、３”　液晶表示装置
　１０、１０Ｂ’　第１液晶セル
　１１　第１ＴＦＴ基板
　１２　第１対向基板
　１３　第１液晶層
　２０、２０Ｂ、２０Ｂ’　第２液晶セル
　２１　第２ＴＦＴ基板
　２２　第２対向基板
　２３　第２液晶層
　３１　第１偏光板
　３２、３２Ｂ　第２偏光板
　３３、３３Ａ、３３Ｂ　第３偏光板
　３４、３４Ａ、３４Ｂ　第４偏光板
　１００、１００Ｂ’　第１表示パネル
　１０１　第１画像表示領域
　１０２　第１ソースドライバ
　１０３　第１ゲートドライバ
　２００、２００Ａ、２００Ｂ、２００Ｂ’　第２表示パネル
　２０１　第２画像表示領域
　２０２　第２ソースドライバ
　２０３　第２ゲートドライバ
　２５０　接合部材
　３００　バックライト
　４１０　第１タイミングコントローラ
　４２０　第２タイミングコントローラ
　４３０　画像処理部
　５１０　第１の反射型偏光板
　５１１　多層薄膜積層体
　５１２、５２４　粘着層
　５２０　第２の反射型偏光板
　５２１　基材
　５２２　ワイヤグリッド層
　５２３　保護フィルム
　５３０　第３の反射型偏光板
　５３１、５４１　ワイヤグリッド
　５４０　インセル型の反射型偏光板
　５４２　絶縁層
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